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「地域の文化芸術活動の発展は、蒲郡の活性化につながる」

　蒲郡市議会

議長　大 向 正 義

　明けましておめでとうございます。

　旧年中はご指導ご支援を頂き心より御礼申し

上げます

　また、蒲郡市文化協会の皆様には、蒲郡市の

文化芸術の発展のため、並々ならぬご尽力を賜

り深く感謝と敬意を表します。

　新型コロナウイルス感染症のまん延による自

粛要請や緊急事態宣言の繰り返しにより、文化

芸術活動においても、練習する場や発表する場

が制限されたり、閉鎖されたり甚大なる打撃を

負いました。

　私は、文化協会の謡曲部会に属しており、宝

生流の平田正文先生に約十数年間高校の同級生

３人とともに稽古をお願いしています。ちなみ

に平田先生も高校の同級生です。

　昨年はコロナ禍のため稽古はほとんどできま

せんでした。今習っているのは、「枕慈童」と

いう演目です。この中に、慈童は七百歳を送る

ことの佛徳による所以を説き、「この山の菊の

露が滴り落ちて人里に流れ出でて薬の水とな

り、これを汲んで飲むものは皆寿命長久にな

る」という謂れを語ります。

　現在のコロナ禍においては、「菊の露の水」

がワクチンであり飲み薬の開発ではないでしょ

うか。

　蒲郡市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

を踏まえ、昨年「豊かな自然一人ひとりが輝き

つながりあうまち～君が愛する蒲郡～」とし

て、第五次総合計画を策定しました。文化芸術

の主な取り組みとして「文化公演事業や企画展

の充実」「郷土の文化財の保存・活用と継承」「文

化施設の機能充実」としています。

　議会としては市と手を取り合って、市民文化

祭や成果発表、インターネット上での文化芸術

活動の発表の場や練習の場を提供することによ

り、文化芸術に対する市民意識の向上を図りま

す。また、文化協会をはじめ各種団体の自主的

な活動を支援するとともに人材育成や発掘のた

め各種講座等開催できる体制づくりを目指しま

す。

　地域の文化芸術の発展は、私たちに安らぎと

勇気、明日への希望を与えてくれます。是非と

も蒲郡の誇る文化芸術を活かして会員の皆様と

ともに蒲郡の活性化に努めたいと存じます。

　最後になりますが、蒲郡市文化協会のご発展

と皆様のご活躍をご祈念申し上げまして、ご挨

拶とさせていただきます。
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第46回 県文連美術展　入賞作品第46回 県文連美術展　入賞作品
愛知県美術館　令和３年９月22日㈬～ 26日㈰　《蒲郡市文協関係》愛知県美術館　令和３年９月22日㈬～ 26日㈰　《蒲郡市文協関係》

「清風流韻」
田中　草紫
「清風流韻」
田中　草紫

「水踊る長篠堰堤」
牧原　清峰

「水踊る長篠堰堤」
牧原　清峰

「山路」
山田　俊行
「山路」
山田　俊行

「遠州灘・御前崎灯台」
原　勝久

「遠州灘・御前崎灯台」
原　勝久

「涼風」
杉浦　才
「涼風」
杉浦　才

「闘いの始まり」
内田　明美

「闘いの始まり」
内田　明美

「庭に来て…」
近藤　向華
「庭に来て…」
近藤　向華

「愛の輪廻」
藤田　柴苑
「愛の輪廻」
藤田　柴苑

「おいしい画面」
日高　一樹

「おいしい画面」
日高　一樹
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ふるさと文化財の話（十六）

国指定　勝善寺の梵鐘
　蒲郡市坂本町深山の永尾山勝善寺は、坂本の
観音様とも呼ばれる山寺である。ここの梵鐘は、
県下で最古の年紀を刻み、昭和34年12月に国指
定重要文化財となった。現在は蒲郡市博物館が
保存し、勝善寺には代替の鐘が架かつている。
鐘銘には
　　三河国樂勝寺推鐘
　　承元二年己巳五月日
　　本願主金剛佛子永範
　　改寛喜二年庚刀卯月三日
　　大勧進金剛佛子行範
　　大衆並結縁等
　この銘にある金剛佛子は、密教を学ぶ僧の意
味である。熊野別当家の永範（長範）が承元２年

（1208年）に鋳造し、その子、行範が寛喜２年
（1230）に再鋳したとあるが、文字どおりには受
け取れない。年号と干支が微妙に違い、樂勝寺
の寺名や「熊野別當代々記」との人名など今後

検討すべき点がある。
　しかし、蒲郡と熊野地方の結び付きを考える
に根拠となる梵鐘である。
　永禄5年の徳川家康の上ノ郷城の攻撃の時に
勝善寺は炎上し梵鐘は土の中に埋もれ文化年間

（1804～18）に発掘されたと伝えられている。
この梵鐘を世に広めたのは豊橋の郷土史家の豊
田珍

ウズ

彦
ヒコ

氏である。発見した時は清田町の安楽寺
にあった。

　坂本町は70戸の小さ
な部落である。江戸時
代から、山上の勝善寺
に、村人が交替で参詣
し、毎朝観音様に佛供
を差し上げてきた。本
尊は、千手観音立像で
室町時代初期と伝えら
れ、昭和43年に市指定
文化財となった。

林　正夫写真：市博物館提供

文化財めぐり

　　　苗木城跡と永保寺を訪ねて
　11月17日に参加者54人でバス２台に分かれ、岐阜
のマチュピチュ苗木城跡と虎渓山永保寺に行ってきま
した。苗木城跡は山城なので雨が降らないかと心配し
ていましたが、当日は絶好の行楽日和に恵まれました。
　まずは苗木城跡に着き、現地ガイドの方の説明を受
けながら少し坂道を登ると巨岩をそのまま利用した石
垣に圧倒され、山頂に築かれた掛造（かけづく）りの
展望台に上がるとそこには絶景が待っていました。また、ふもとには戦国時代から明治までこの地を治めた
遠山氏にまつわる資料館がありここにも立ち寄りました。
　次は虎渓山永保寺へ。ここでも現地ガイドの方の説明を受けました。その説明によると、岐阜県には国宝

の建造物が３つあり、そのうち２つがこの永保寺にある
とのことです。まずは樹齢700年の大銀杏。まだ黄葉に
は少し早かったのですが、それでも最盛期の姿は想像で
きました。そしていよいよ国宝の開山堂と観音堂へと足
を運ぶと、整った外観に歴史の重みを感じました。
　バスガイドさんの話によると、旅は天気７割、ガイド
３割と言われるそうです。この日はどちらにも恵まれ、
さらに良い旅先と全員無事で帰ってくることができ120
点の旅でした。
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市 民 文 化 祭市 民 文 化 祭
中村会長鈴木市長

合　同　展　　　　　　10月30日～11月3日　　於：博物館ギャラリー

令 和 三 年 度令 和 三 年 度市民茶会 市民会館大会議室 11月14日㈰

書道・工芸展 市民会館東ホール 11月12日～14日 華 道 展 市民会館東ホール 11月20・21日

短歌５人、俳句５人、水墨画９人、絵画10人、工芸８人、書道７人、写真９人がそれぞれ力作を展示。
広報活動が足りないなか、280人の参観者があり、バラエティに富んだ作品を楽しく見ていただいた。

　秋日和の高床広場には大勢の
皆様が並び、11月３日一年越し
の文協50周年・浦添40周年記念
の「巻絹」が演能されました。
　浦添市とはオンラインで繋が
り、鈴木市長の「メンソーレ」
の挨拶で始まりました。

　蒲郡開祖の藤原俊成と熊野信仰に纏わるこの「巻絹」は、帝の命により熊野へ絹を届ける使者が途中、
梅花を愛で和歌を神に手向けたため遅参。それを咎められるが、神子により縄を解かれる筋書。本紙10
月号に寄稿の宝生流平田正文氏は『耳に頼らず心に感じて』と書いておられました。
　甲高い笛の音。鼓の響き。ヨーオの声。静かに丁寧な所作。伸びきった背。きらびやかな衣装。終曲
となり、舞台を下がる演者を拍手で送りました。ゆったりと心の落ち着いた時間をいただきました。

（鈴木美耶子）
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　特別公演の「巻絹」は、
本来浦添市文協創立40周年
の年でもあり、「巻絹」と
「琉球舞踊」を観ていただ
くという企画でしたが、残
念ながら浦添市文協の皆さ
まは来てもらえませんでし
た。来年度は、交流が出来
たらと思っています。

右：俳句会は募集句の表彰
のみの開催となってしまい
ました。

　まだまだコロナ感染の心配があり、当日券無しの１
席だけの開催。それでも、多くの人が  ２年ぶりのお茶
を楽しんだ。来年度は、茶席でのお茶会が 出来ること
を願ってます。

出品点数
　書道
 130点
　工芸
 47点

参観者数
 466人

出品点数　58点　　参観者数　433人
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　書道・工芸展は、バラエティに富んだ
作品が並び、楽しい展示となっていた。

　華道展は、今回も呈茶席がなく少し寂し
かったが、見ごたえのある作品が多かった。
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　書道・工芸展は、バラエティに富んだ
作品が並び、楽しい展示となっていた。

　華道展は、今回も呈茶席がなく少し寂し
かったが、見ごたえのある作品が多かった。
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文 化 祭文 化 祭

詩吟 舞踊

芸能発表会　　11月20日・21日

洋楽発表会　11月14日　於：大ホール

箏曲発表会　11月23日　於：中ホール

右　菊花展　11月12日～14日　於：ホールロビー

市 　 民市 　 民

写 真 展　11月5日～7日

水墨画展　11月12日～14日

絵 画 展　11月19日～21日

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●

　思うように練習が出来ないなか、楽しい演奏、華
やかな舞、力強い吟詠、かわいい子供達など２年ぶ
りに多くの出演があり、市民の方にも見てもらえた。

　今回は、青い鳥合唱団、蒲郡市吹奏楽団、
コカリナアンサンブルドルフィンの３団体
の出演になってしまった。
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クラシックバレエ

民謡

　今年は、蒲郡市東高校の写真部の生徒さんの
出品（写真上）があった。クラブ活動が難しい
なか、発表の場として他の学校も参加展示して
もらえると良いと思う。

　どの部会も、会員の減少にともない、参観者
も減ってきている。新しいグループの加入と広
報活動が大事になってきていると思う。

　11月27日～ 28日市民会館東ホールにおいて、
碩山書院一門展が開かれた。例年は９月に行わ
れているのだが、コロナ感染拡大もあって、11
月に延期され開催となった。

　四人の先生方が、「西園雅集圖記」を分担して書かれた
作品もあり、興味深く見させて頂いた。学生の部では、
128名の人がそれぞれの文字に挑戦。大賞をはじめ、多
くの賞に選ばれた人達もいたが、残念ながら去年に続き
表彰式は「密」になるという事で行われない、という事
でした。それでも、親子で見に来られている人をはじめ、
多くの人が作品に見入っていた。

出品点数　89点　　参観者数　196人

出品点数　50点　　参観者数　403人

出品点数　50点　　参観者数　337人

碩山書院一門展開かれる
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
切り絵展  1月29日㈯～ 2月13日㈰

春の特別展　昭和・大正ノスタルジック  3月15日㈫～ 4月10日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
蒲郡っ子作品展  1月28日㈮～30日㈰

手織場展  3月11日㈮～13日㈰

お　　知　　ら　　せ

前売券 1,000円 （18歳以下500円）
当日券 1,500円 （18歳以下700円）

午後のコンサート
2月20日㈰

市民会館大ホール
開場13：30　開演14：00

《チケット発売中》

文協事務局又は市民会館窓口にて

第10回　文 化 事 業

追加　特別会員　フレンドギャラリーたか　1口

　いろいろと心配されましたが、何とか市民文化祭
は展示会、発表会、市民茶会と開催出来ました。
　今回は、芸能発表会、洋楽発表会、箏曲発表会と
ビデオ撮りを行いました。ホームページでも観られ
るようになりますので、ぜひご覧ください。

初心者のための文協講座	 実用書道　年賀状
　11月22日と29日の２回に渡り年賀状を題材に書

道講座を行いました。藤田芳子先生の指導のもと

10人が参加しました。1回目は年賀状の表書きを硬

筆で習い、２回目は来年の干支である虎の文字６

パターンのお手本を元に練習しました。

　講師の感想では、みなさんご自分の才能に気づ

いていない方が多く、大変よい出来だったそうで

す。今までの年賀状は写真で済ませていたが、今

後は筆で書こうとか、これを機に書道教室へ通お

うとかの話があり、大変好評でした。


